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リアルオプション分析とは、価格やコストの
変動などの将来の不確実性を現在のプロジェク
トの経済性評価に反映させる手法です。従来か
らの経済性評価であるNPV（正味現在価値）や
IRR（内部収益率）では考慮されてこなかった
経営の柔軟性の価値を組み入れることができる
利点があります。生産物の価格の変化が激しい
プロジェクトや長期間操業するプロジェクトの
評価に特に有用です。

さらに、プロジェクトに投資するか中止する
かの判断に加えて、投資を「待つ」ことの価値
を算出でき、投資判断に柔軟性を与えることが
できます。

これまで、この分析方法を資源開発プロジェ
クトに応用する研究を行ってきました。従来型
の資源のみならず、非在来型の資源や再生可能
エネルギーの開発プロジェクトの経済性評価に
も応用しています。
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再生可能エネルギーや非在来型の資
源開発への投資の判断基準となる経
済性評価を行う。

従来のNPVやIRR等の経済性評価と比べて、将来の
生産物やコストの不確実性と経営の柔軟性を考慮し
た経済性評価を行うことができる。
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